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三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 株式会社星山商店

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

資源循環型社会の一翼を担う再生資源の供給、使用済み自動車リサイクル、産業廃棄物及び一般廃棄物
の収集運搬・中間処理業及び建造物解体業等の事業を通じて資源のリサイクル及び太陽光発電事業に取
り組むことにより、地球環境保護に貢献しSDGsの達成を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

資源循環の要となるリサイクル事業を行う自社と、再生資源を有効的に活用している製鋼所やセメント
工場との積極的なコミュニケーションを図り信頼関係を構築するとともに、職場環境や待遇の改善、適正
に応じた人材配置等を行うことにより、社員一人一人の幸福度を高め、社員の組織コミットメント力向上
を図る。

環境
各工場の屋根等に太陽光設置を推進することにより、生
産数量に対しての電力消費（重油換算）を抑制する。

202３年度　　４．３４ℓ/ｔ
２０２６年度　　４．１７ℓ/ｔ

社会

経済

女性の視点を取り入れた意思決定や、多様性を促進する
ために女性中間管理職及び女性管理職の人数を増加させ
る。

女性中間管理職及び女性管理職の
人数
２０２３年現在　　２人
２０２６年目標　　４人

社会

経済

環境 ワークライフバランスの実現に向け、年間休日を増やし、
休日と休暇を効果的に活用させ、社員の健康促進とパ
フォーマンスを向上させる。

年間休日の増加
２０２３年現在　　１００日
２０２６年目標　　１１０日

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境 産業廃棄物の再資源化率の向上
再生資源化率の最大の割合を占めていた「がれ
き類」の入荷が２０２０年度から激減したため、目
標未達となった。要因としては、再生資源化事業
への参入企業増加。

産業廃棄物の再資源
化率
２０１９年実績　９４％
２０２３年目標　９５％

２０２３年実績
93.2％

社会

経済

環境 国内鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ出荷量の増加
シェア拡大には成功しており、一定の量は増やせ
ているが、建設費の高騰（資材・人件費）により、
企業の建造物建替え意欲が低下し、県内の鉄スク
ラップ発生も減少し目標は未達となった。

国内鉄ｽｸﾗｯﾌﾟ出荷量
2020年実績
　　　１９８，７２１ｔ
２０２３年目標
　　　２３０，０００ｔ

２０２３年実績
　　　２１９，６５３ｔ

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境 離職率の低減
自社の取組み不足。離職率は下がってはいるもの
の、目標は未達成。社員が心身共に健康でいる事
を最優先とし、職場の環境改善等に取組んでい
く。

離職率
２０２０年実績　１０%
２０２３年目標　５％

２０２３年実績　8.3％
社会

経済


